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１． はじめに 
 近年、都市部においてヒートアイランド現象が深刻

化してきており、その解決策のひとつとして保水性舗

装が注目されている。 
保水性舗装とは、開粒度アスファルト混合物の空隙

に保水材料を充填し、舗装に水分を吸水・保持させ、

水分が蒸発する時に熱を奪う（気化熱）ことにより、

路面温度の上昇を抑制するものである。しかし、舗装

の層厚は 7cm 前後であり、貯水される場所が舗装の空

隙部分であることより、潜熱移動の持続性において疑

問が持たれる。 

 本研究では、舗装と同様に路盤層にも保水材料を注

入することによって、持続的な潜熱移動が可能な、よ

り高性能な保水性構造路体を開発することを目的とし

た。 
  
２． 保水性路盤材の配合とその特性 
 保水性路盤材として、本研究では微粒珪砂とコンク

リート廃材（RC40-0）を用いた。微粒珪砂とは、陶磁

器やガラスの原料となる珪砂を生成する過程で排出さ

れる 0.1～0.005mm の微粒分をいう。この微粒珪砂は、

今までは単なる産業廃棄物であり、その有効利用が検

討されてきたものである。本研究では、その高い保水

性能に着目し、保水材料として採用した。さらに、コ

ンクリート廃材にはセメントの未水和分が含まれてい

るので、これが接着剤となり、微粒珪砂を固定化する

ことも期待できる。 

微粒珪砂を 15%混入した路盤材と RC40-0 だけの路

盤材の粒径加積曲線を図-1に示す。微粒珪砂の粒径が

およそ 0.1～0.005mm と細粒分であることから、微粒

珪砂を多く添加することにより細粒分の割合が増加し

てすることがわかる。 

微粒珪砂混入率別の pF 試験の結果を図-2 に示す。

このグラフから、微粒珪砂の混入率が高いほど初期の

体積含水率が高くなっていることがわかる。また、こ

の保水された水は、力を加えていくと排出されやすい

性質を持っている。以上の結果から、微粒珪砂の混入

率を高くすればするほど保水性能は向上し、また水を

保持するだけでなく多量の水を排水することから、微 

粒珪砂は水分移動が容易な材料であり、温度低減効果

に寄与していると考えられる。 

 コンクリート廃材と微粒珪砂の配合の割合を決定す

るために修正 CBR 試験を実施し、どのくらいの割合

であれば、表-1 に示した修正 CBR 値を満たすかどう  

かを検討した。本研究で目標とする値は、一般道路に 

おける上層路盤の規格値である 80%である。図-3 に 

  一般道路 高速道路 簡易舗装道路 

80%以上 80%以上 
上層路盤

an=0.35 an=0.32 
60%以上 

図-1：路盤材の粒径加積曲線 

図-2：微粒珪砂混入率別による保水性能の評価 

表-1：上層路盤における修正CBRの規格値 
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微粒珪砂混入率と修正 CBR 値の関係を示す。適度の

微粒珪砂の混入は路盤の強度発現に寄与するが、それ

を超えると強度の低下を招くことがわかる。本研究で

は、確実に 80%の値を確保できるように混入率を 12％
と設定して路盤材を作成し、温度低減効果の検証を行

った。 

  

３．路面温度の測定結果 
一般的な舗装である密粒度アスファルトの舗装体、

路盤材が RC40-0 だけのものおよび微粒珪砂を混入し

たものの表層にそれぞれ保水性舗装を使用した 3 種類

の舗装体を試験施工し表面温度の計測を実施した。図

-4に示すのは、この 3 種類の舗装体による夏の路盤温

度測定データである。このグラフから、微粒珪砂混入

路盤を用いた舗装体に一番大きな温度低下が見られる。

これは路盤層に添加された水の気化熱によるものだと

考えられる。 
 また、冬場に計測を行った結果は、これら 3 種類の

舗装体にほとんど温度差がないことがわかった。これ

は水の比熱が大きいことから、温度が大きく低下せず、

他の舗装体との温度差があまり見られなかったと考え

られる。この結果、冬場に温度が極端に下がらないこ

とから、路面の凍結防止に対して効果があるといえる。 
 図-5に示すのは、2 種類の舗装体の路面温度と降水

量との関係を示したものである。この図より、降雨前

には路面温度の差はあまり大きく見られないが、降雨

後には差が顕著に現れていることが確認できる。 

 
４． おわりに 

pF 試験の結果から、微粒珪砂を混入した路盤は給

水・水分移動が容易であり、良い水分特性を持つこ

とから、ヒートアイランド現象の抑制効果に大きな

期待が持たれる。 
本研究では、微粒珪砂を 12%添加したが、この値

が一般道路の上層路盤における添加量の目安となる。

保水性舗装体による温度低減効果は顕著にみられる

が、温度低減の持続性に関しては今後調査する予定

である。 
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図-3：微粒珪砂混入率と修正CBRの関係 

図-4：夏の路盤温度測定データ 

図-5：降水による路面温度の変化 


